
コンセプトアートにちょうせん！

理想の「島」をつくろう！

【今月のかだい】
・あなただけの島のテーマをかんがえよう
・島にすむ「いきもの」をかんがえよう
・島の生活にひつようなものをかんがえよう
・「理想の島」をイラストにしよう！

あなたの「すきなもの」だけでできた「理想（りそう）の島」を
つくるとしたら、どんな「島」になるでしょうか？
『こんな「いきもの」がいたらいいな』
『こんな「たべもの」があったらいいな』
『じぶんの「ともだち」だけがすむ島があったら、
どんな島になるだろう？』などなど、
その島の「くらし」をかんがえながら
じゆうな発想でチャレンジしましょう！



ステップ 1
島のテーマをかんがえよう

＜かんせいイメージ＞

しまのテーマ・名前

しまの特徴（とくちょう）・設定

夏休みシーアイランド

空に浮かんでいるのに、
海があって、夏休みのような
生活ができるふしぎな島。
海の中でも生活ができる。
毎日あたたかくて天気がいい。

まずはテーマをひとつだけきめて
イメージをふくらませていきましょう。

う



ひとつのテーマをもとにして、この島にあるもの、島でできることなど、
島の魅力（みりょく）が伝わるイラストを描いてみましょう。
むずかしい言葉ですが、こうした絵は、「コンセプトアート」といいます。

コンセプトアートは、
映画やゲームなどの世界観（せかいかん）を
つたえるために使われたりします。
コンセプトアーティスト
というお仕事もあります。

コンセプトアートには、
物語のワンシーンのようなイラストも
ありますが、
今回は左の絵のように、島の全体が
わかるイラストを描いてみましょう。

豆知識（まめちしき）

コンセプトアートって？



ステップ2
島にすむ「いきもの」をかんがえよう

テーマに関連した見た目や行動のいきものを考えましょう。
あまりいろいろなモチーフを描きすぎてしまうと、
どのような島なのか、つたわりにくくなります。

上のイラストのどちらが「海」のテーマにあっているかな？

しまのいきもの

①ぼく（島のリーダー）
②アニマルにんげん
③うみのいきものたち

あなたの島にはどんな「いきもの」が住んでいますか？
島にくらす「いきもの」をかんがえましょう。

ポイント
かんれん

か



人間・鳥・魚など、現実にある「いきもの」でも、
空想の「いきもの」でもOK！自由な発想でチャレンジしましょう。

人間のすがたになれるタヌキ。
釣りをしたり、ゲームをするときに、
人間のすがたであらわれる。

海で釣れる魚型のお弁当。
火であぶってあたためて食べる。
魚なので、外側も食べられる。
中身は開けてのお楽しみ。

たとえば…

タヌキ×人間

さかな×お弁当

げんじつ

くうそう

つ

つ さかながた

あ

はっそう



ステップ3
島の生活に必要なものをかんがえよう

「いきもの」のくらしにひつような「たてもの」や「のりもの」、
まわりの自然をかんがえていきましょう。

たてものしぜん のりもの

ひつよう

しぜん



島にはどんな自然が
ひろがっているか、かんがえてみましょう。

砂浜と海
島の土台。どういう理屈（りくつ）で
空に浮かんでいるのかはわからない。
砂浜でビーチバレーや釣りができたり、
海の中でゲームをしたりベッドで寝たり。
この島ひとつで夏休みのような
時間が過ごせる。

温泉（おんせん）
この島は温泉水も湧いてくる…！
海の潮風でパサついた髪や、暑さでべたついたおはだも
温泉に入ればさっぱりしてつやつやになる。

しぜん

すなはま

すなはま つ

す

おんせんすい わ

しおかぜ かみ あつ

ね



「温泉の銭湯（せんとう）」や「海の家」
遊んだあとに毎日入れる銭湯（せんとう）。
「海の家」には釣り道具があったり、
やきそばやかき氷のお店がある。

「くじら号」
ヨット＋飛行機＋くじらが合体したのりもの。
海の中にもぐったり、空をとんだり、もちろん
ヨットのようにも使える。
島中の移動が全部できる。
島の全員が乗れるくらいおおきい。

島のせいかつにひつような「たてもの」や
「のりもの」をかんがえましょう。たてもの・のりもの

つ

いどう



＋ ＝

実は…なにもないところから新しいアイディアを生み出すのはとっても難しいことなのです。
世の中にあるデザインの多くは、何かを「もと」に考えられていることがほとんどです。
アイディアが浮かばないな…と思ったら、
あなたの中の記憶や知識から「ベースとなるもの」ふたつを選んで組み合わせてみましょう。

飛行機の形がクジラに似ていたから、
ヨットと飛行機に、クジラのデザインをプラスしたよ。
島のテーマである「海」がより表現できたね

空想の中の新しいものをつくるとき

「くじら号」ができるまで

むずか

う

きおく

ひこうき

ひょうげん

ちしき えら



アイテムを描くうえで、モデルとなるものの「形」「大きさ」「質感」などは、
しっかり観察（かんさつ）してから描くようにしよう。
観察することはもちろん、モチーフについて、ここはどうなっている？と考えて描けるようになったら、
イラストのクオリティーアップにつながります。

みほんが身近にあるときは、実物をみてみたり、
写真をとって残しておくこともおすすめだよ

モチーフはよく観察（かんさつ）しよう
しつかん

か

かかんが

みぢか じつぶつ

しゃしん のこ



ステップ4

さいごに、テーマにそって
考えた「いきもの」や
「しぜん」、「たてもの」などを
組み合わせて、あなたの
「理想の島」を完成させましょう！

このイラストをみたひとが
島でのくらしを
想像（そうぞう）できるように、
ひょうげんしてみよう！

ポイント

「理想の島」を完成させよう！
りそう かんせい

かんが

く

りそう しま かんせい



理想の島のテーマをかんがえよう
～アイディア出し～ステップ 1

描いてみたいモチーフはある？

いま、なにに「きょうみ」がある？ くらしてみたい場所はある？
（ちきゅうの国やちいき・空・海・うちゅうどこでも自由にかんがえてみよう）

いくつかアイディアがでたら、
そのなかからひとつテーマを決めよう！



かんたんなイメージイラストやメモ

ステップ 1

島の名前

島がある場所

島の天気・きせつ

島の生き物

理想の島のテーマをかんがえよう
～せってい～

とくちょう・せってい



ステップ2
島の「いきもの」をかんがえよう

「いきもの」のイラスト

「なまえ」・「すみか」・「せってい」など

「いきもの」のイラスト

「なまえ」・「すみか」・「せってい」など



ステップ3
島の生活に必要なものをかんがえよう①「自然」

なまえ・せつめい

イメージイラスト イメージイラスト

なまえ・せつめい



ステップ3

なまえ・せつめい

島の生活に必要なものを考えよう
②「たてもの」「のりもの」

イメージイラスト

なまえ・せつめい

イメージイラスト



ステップ 4：理想の島を完成させよう！（絵を描く前にこの文字は消してね）
このキャンバスをタテにしてもいいよ！


